












　事象を的確に描写したり説明したりするために、必要な情報を分類して整理したものの 1 つに 5W1H（「いつ」
「どこ」「だれ」「何」「なぜ」「どのように」）がある。これらの要素に不足や不備があると、書き手の考えが読
み手に正しく伝わらないことがある。本章では、5W1H の各項目を意識して文を組み立てることの練習を通し
て、的確な描写の仕方を学ばせる。なお、高等学校学習指導要領においては、以下のポイントについて指導す
るよう求めている。
　　　�「自分の思いや考えを明確にし、事象を的確に描写したり説明したりするなど、表現の仕方を工夫すること」
� 『高等学校学習指導要領（平成30年告示）　国語編』より引用

【解答例】　○�教室にいすを8つ並べること。

　「教室にいすを8つ並べておいてください」というメモをそのまま書いても○。「8つ」は「8脚」でも○。

　すでに前の章までで説明しているが、ここでも「課題」とは「解決すべき問題」だということを繰り返し説
明する。問題を考えるうえで重要なキーワードであるため、しつこいくらいで構わない。
　このような困ったことは、具体的なエピソードを入れることで、生徒に興味を持たせることができる。指導
者の体験や生徒により身近な題材を具体的なエピソードを入れて、このようなことが身近に存在することを伝
えたい。授業時間が少なければ、省略もOK。

　最初にまんがの内容を振り返るワークの問いに答える前に

● 3 章まんが 本冊 p.16

● ワーク 本冊 p.17

3章　5W1H
ねらい

ハナちゃんがユウくんにお願いしたことは？ヒント1

3章は文の内容を正確に伝えるために欠かせない、「5W1H」という考え方がテーマです。まずは、ま
んがを読んでみましょう。

　まんがでは、ユウくんとハナちゃんの間に、困ったことが起こっていましたね。ユウくんがせっか
くがんばっていすを並べたのに、ハナちゃんは満足できませんでした。なんとかしてストーリーをハッ
ピーエンドにしましょう。
　そのためにはまず、2人の間でどんな困ったことが起こったのかをはっきりさせましょう。これを
「課題」というのでしたね。課題が何かが明らかになれば、どうすればそれを解決すればよいかも見
えてきます。今回も、ヒントから順番に考えていきましょう。

　「ヒント」の問いから「課題」を見つける課題発見

まんがにハナちゃんからのメモがありますね。そこに書かれている内容です。
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　「必要な情報を落としたせいで誤解が生まれた」という例であれば○。

【解答例】�○�「駅の改札で待ち合わせ」と友達と約束していたが、会えなかった。←どこの改札かを具体的
に説明しなかったので北口改札と南口改札でバラバラに待っていたから。�
○�緑茶がほしくて「ペットボトルのお茶を買ってきて」とたのんだら、買ってきてくれたお茶が
ウーロン茶だった。←どのようなお茶かを具体的に説明しなかったから。

　他の人の答えも聞いてみましょう。

　「５Ｗ１Ｈ」は「必要な情報を落とさないように伝える」のに役立つ。
　「５Ｗ１Ｈ」＝「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「なぜ」「どのように」が整った文を書けば、相手に正し
く伝わる。

● だれかに何かを「伝える」とき、注意したいことは？

　「情報不足にならないようにする」という点に言及できていれば○。

【解答例】　�○�必要な情報が不足しないようにする。�
○�５Ｗ１Ｈに気をつける。

　何かを伝えるときに、情報不足にならないためには、どうすればいいのでしょうか。
その基本は「５Ｗ１Ｈ」です。「５Ｗ１Ｈ」とは「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「なぜ」「どのように」
のことです。これに気をつければ相手に誤解されずに、上手に伝えられます。

＜ワークの板書イメージ＞

「いすを並べて」

「並べ方」が伝わらなかった

メモ

↑どうして 「どのように」
・円形に
・８つのいす
・円の内側に向けて

＝相手に誤解されない

⇒���伝わる！
伝え方が悪かったから

↓それなら
伝え方を変える�＝

ユウ ×

ハナ ○

課題

解決

５Ｗ１Ｈ
いつ
どこで
だれが
なにを
なぜ
どのように

＝
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